
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1 回 
地区防災計画に関する学習会＆ 

策定委員会の立ち上げ 
 5 月１７日（金） 

第 2 回 
地区の特徴と気になるところを考える 

ワークショップ 
 6 月２１日（金） 

第 3 回 
ビジョン（計画の目的）を考える 

ワークショップ 
 7 月１９日（金） 

第 4 回 
計画の全体構造・各項目を考える 

ワークショップ 
 ８月２３日（金） 

第 5 回 
各担当項目での内容を検討する 

ワークショップ① 
 9 月２７日（金） 

第 6 回 
各担当項目での内容を検討する 

ワークショップ② 
１０月１８日（金） 

第 7 回 計画内容の検討 １１月１５日（金） 

第 8 回 
計画書全文の最終確認および 

計画の推進体制の協議 
１２月 ６日（金） 

氏 名 
 

電話番号 
 

住 所 
 

防災士の資格 有    無 

◆コーディネーター 松森 和人 氏（NPO 法人まちの防災研究会理事長） 

◆会 場 高椋コミュニティセンター３階 大会議室  ◆定 員 ６０名 

◆申込み ４月３０日（火）までに下記申込書またはお電話、または右のＱＲコード 

にて、高椋コミュニティセンター（℡６８―０８４３）にお申し込みください。 

✂ 

災害が多発・複合化している近年、地域が取り組むべき防災に関しての課題は非常に多くなりました。 

そこで国は平成25 年に災害対策基本法を改正し、地域住民が自身たちの考えで、その地域の特性に応じた防災計画

を策定し、地域全体での自発的な防災活動を促進するように定められました。 

しかし、この地域防災計画を策定するためには、計画の対象となる住民等によるボトムアップ型での計画策定が重要

となっています。そこで、ワークショップなどによる方法を用いて、意義のある地区防災計画の策定を実施したいので、

高椋地区の皆様のご参加をお願いいたします。 
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寺小屋は、地元民や僧侶など身近な人が師匠として、子供に手習いを

教えていました。高椋地区では明智光秀公の寺小屋が有名です。 

そんな自由な雰囲気で皆が学ぶ場所にしようという思いから「寺小屋

シリーズ」と名付けました。 
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仏
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阿弥陀三尊来迎仏（称念寺） 
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